
　

私
は
、小
須
戸
中
学
校
で

生
徒
会
長
を
し
て
い
る
。

　

普
段
生
徒
会
の
仕
事
を

し
て
い
る
時
に
、
心
が
け
て

い
る
事
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

一
つ
例
を
あ
げ
る
と
す

る
な
ら
、
み
ん
な
と
フ
ラ
ッ

ト
な
関
係
を
保
つ
こ
と
だ
。

新
し
い
活
動
を
始
め
る

に
は
、
新
し
い
意
見
が
必
要

で
あ
る
。

し
か
し
、そ
れ
は
意
見
が

出
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。
今

ま
で
の
学
校
生
活
で
、自
分

が
言
い
た
い
事
は
あ
る
け

ど
、場
の
雰
囲
気
に
押
さ
れ

て
言
え
な
い
事
が
何
度
も

あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、気

兼
ね
な
く
意
見
が
言
え
る

よ
う
に
、先
輩
後
輩
の
垣
根

を
越
え
て
、
普
段
か
ら
役
員

の
み
ん
な
と
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
か
、意
見
交
換

の
時
間
で
も
、躊
躇
う
こ
と

な
く
積
極
的
に
み
ん
な
が

意
見
を
出
せ
て
い
る
気
が

す
る
。

　

何
か
新
し
い
こ
と
を
始

め
よ
う
と
す
る
時
、
何
か

と
人
は
い
き
な
り
大
き
な

こ
と
を
始
め
よ
う
と
す
る

が
、
周
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
を
変
え
る
だ
け
で
成

長
の
ス
ピ
ー
ド
は
大
き
く

変
わ
る
は
ず
だ
。

こ
れ
か
ら
も
、小
さ
な
こ

と
に
も
気
を
配
っ
て
い
き

た
い
。

星　玲央さん（矢代田）

「普段心がけていること」

①昭和24年（1949年）頃
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・ホーム
　ページ

・Facebookの情報も随時更新中

(0250)25－5715
(0250)38－5210

「昔の公民館事業復活
リクエスト」引き続き
募集しています

８００号記念企画として、8月号で募集を始めた「昔の公民館事業復活リクエスト」について、10月29日（金）までに館報題字下のメールアドレスや

電話番号にお寄せください。なお、昔の館報は市ホームページやまちセンロビーで閲覧できます。館報アーカイブスのページは、8月は８００アクセス、

9月は300アクセス、合計1，100アクセスされています。皆様のご要望をお待ちしております。

今
月
号
よ
り
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
使
い
始
め
ま
し
た

ほ
ぼ
す
べ
て
の
記
事
に
お
い
て
、「
見
や
す
い
」
「
読
み
や
す
い
」
「
間
違
い
に
く
い
」
フ
ォ
ン
ト
で
あ
る

Ｕ
Ｄ(
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
)
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
ま
し
た
。
読
み
や
す
さ
を
体
感
し
て
み
て
下
さ
い
。

　戦後の学制改革である新制中学校の
発足に伴い、昭和24年1月に完成した
県下の市町村に先がけた独立校舎で
あった。昭和 25年に造られたグラウ
ンドは生徒たちが石のローラーを引い
てデコボコを平らにした。

②平成元年（1989年）
　昭和37年、41年と2期に分けて造
られた鉄筋コンクリート3階建て長さ
100メートルを超える校舎だった。
　昭和 45年に町民体育館が隣接して
建設された。

③令和2年（2020年）
　平成 19年にきれいな校舎が新しく
建てられた。校舎は3階建てから4階
建てに変わったが、その長さは以前の
半分ほどである。



短　歌













































































































川  柳

　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、電話番号を

　　　　　　　　　明記し、10月22日（金）までに小須戸地区公民館へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（※投稿が21句を超えた場合は先着での掲載となります。）







俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

小須戸地区図書室 新刊案内 俳　句
【一般書】

・『1 日 5分姿勢なおしダイエット 腰痛を治しながら

 お腹がやせる !』

 矢口 拓宇／著、たかしま てつを／絵

　（角川春樹事務所）

・『世阿弥最後の花』藤沢 周／著　（河出書房新社）

・『暮らしの包み』　横山 功　他／監修　（池田書店）

・『感じのいい、大人服』

 美濃羽 まゆみ／著　（日本ヴォーグ社）

・『invert　城塚翡翠倒叙集』　

 相沢 沙呼／著　（講談社）

・『渡る世間にやじ馬ばあさん　橋田壽賀子のことば』

 橋田 壽賀子／著　（大和書房）

【児童書】

・『おもわずおもわず』

 えがしら みちこ／作　（あかね書房）

・『としょかんのきょうりゅう』

 鈴木 まもる／作・絵　（徳間書店）

・『ジェシカといっしょ』

 ケビン・ヘンクス／作・絵、小風 さち／訳

　（徳間書店）

・『6 年 1組黒魔女さんが通る !!　14　黒魔女さんと

 魔法博士』　

 石崎 洋司／作、亜沙美／絵　（講談社）

  小須戸コミ協の環境 ･教育部会は新潟小須戸ライオンズクラブの活動

に協力し、使用済み切手回収箱をまちづくりセンターに設置しました。

　使用済み切手は新潟小須戸ライオンズクラブから秋葉区社会福祉協議

会へ寄付され、業者に売却された売却益が新潟市社会福祉協議会の災害

支援資金基金に積み立てられます。この基金は被災地支援等に活用され

ます。身近にあるものでできる災害支援にご協力お願いいたします。

  切手のまわりを 1ｃｍほど残して切り取ってお持ち下さい。

使用済み切手を集めています使用済み切手を集めています
“災害支援のためにできること”

9月21日、お月さまを眺めて楽しむ日「中秋の名月」が、今年は8年ぶりに満月ということで、世の中が沸いていました。

そんな素敵な日に、ゆっくりのんびりお月見が出来なかった自分が残念でなりません。そんな中、お友だちとお月見に出掛けた

中学生の息子、なんとまぁーロマンチストなんでしょう♪ちなみに次の満月は10月20日だそうですよ！( I )

消
印
は
で
き
る
だ
け
残
す

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

＊結核は、結核菌という細菌が原因

　で起こります。結核菌は、結核に

　感染した人の咳やくしゃみのしぶ

　きの中に入っています。このしぶ

　きの中の結核菌を吸い込むことで

　結核はうつります。

＊新潟市では毎年約８０人の方が新

　たに結核で登録されています。昔

　は不治の病と言われた結核ですが、

　今は正しくお薬を飲むことで、多

　くの人が治ります。早めに気づき

　治療をすることが大切です。

＊年に1回は胸部レントゲン検査を

　受けましょう。また、咳や痰が２

　週間以上続く、身体のだるさ、急

　に体重が減る等の症状がありまし

　たら、早めに医療機関へ相談、受

　診してください。

◆結核を予防しましょう！

　東京五輪の熱気も冷めやらぬ今日この頃。スポーツをするにはいい季

節！ 小須戸運動広場の野球場、テニスコート、ゲートボール場で屋外ス

ポーツを。

　また、隣接するふれあい会館の多目的ホールでバドミントンや卓球など

をお友達、仲間同士で楽しんでさわやかな汗を

流してみませんか？

◆お問い合わせ　　小須戸地区ふれあい会館（電話：0250-38-3151）

小須戸運動広場で汗を流しませんか小須戸運動広場で汗を流しませんか
スポーツの秋！スポーツの秋！
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